
光
溢
れ
る
一
年
へ
、
勢
い
よ
く
駆
け
出
そ
う
。

2026年
の
干
支
は
、
力
強
く
未
来
へ
駆
け
る「
午 う
ま」。

馬
は
古
来
よ
り
農
作
業
や
移
動
手
段
と
し
て

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
動
物
で
、
努
力
・
発
展
・
前
進
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
、
60年

に
一
度
の
特
別
な
巡
り
合
わ
せ
の「
丙 ひ
の
え
う
ま

午
」。
満
ち
溢
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
味
方
に
、
新
た
な
挑
戦
の
一
歩
を
踏
み
出
す
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
未
来
へ
と
つ
な
が
る
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

新
年
あ
い
さ
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藤岡市議会
議　長　針谷　賢一議　長　針谷　賢一 副議長　窪田　行隆副議長　窪田　行隆
議　員　中山　晴親議　員　中山　晴親 　　　　　　　　栗原　大輔栗原　大輔 松田　拓也松田　拓也 阿野　剛士
　　　　加部雄一郎　　　　加部雄一郎 　　　　　　　　関口　茂樹関口　茂樹 小西　貴子小西　貴子 丸山　　保丸山　　保
　　　　中澤　秀平　　　　中澤　秀平 　　　　　　　　内田裕美子 野口　　靖野口　　靖 大久保協城大久保協城
　　　　青木　貴俊　　　　青木　貴俊 　　　　　　　　湯井　廣志湯井　廣志 冬木　一俊冬木　一俊 吉田　達哉吉田　達哉

　明けましておめでとうございます。藤岡市議
会を代表しまして、謹んでごあいさつを申し上
げます。
　市民の皆さまにおかれましては輝かしい新年
をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
また、日頃より議会への深いご理解と、議会活
動への温かいご支援・ご協力をいただき、議員
一同、厚くお礼を申し上げます。
　さて、昨今の物価高騰、少子高齢化、多発す
る自然災害などの諸課題に対し、ますます市民
と行政、議会など官民一体となって進めること
が重要であり、活力ある地域社会を創るため、
地域の実情に合った施策を進めていくことが求
められています。
　市議会といたしましても、市民の皆さまの安
心・安全を第一に考え、これまで以上に議員同
士、切磋琢磨して、二元代表制の一翼を担う議
会として、自主性を高めつつ、市民に寄り添い、
開かれた議会の構築に努めてまいる所存であり
ます。今後とも市民の皆さまのご指導、ご鞭撻
をお願い申し上げます。

誰もがさらなる希望の持てる藤岡市のために誰もがさらなる希望の持てる藤岡市のために
未来へ向けて積極的に新たな種をまく未来へ向けて積極的に新たな種をまく
　皆さま、明けましておめでとうございます。　皆さま、明けましておめでとうございます。
健やかに新年をお迎えのこととお健やかに新年をお迎えのこととお慶慶

よろこよろこ

びを申し上びを申し上
げます。また、日頃からの市政運営に対するごげます。また、日頃からの市政運営に対するご
支援とご協力に心から感謝を申し上げます。支援とご協力に心から感謝を申し上げます。
　本年は全ての小中学校の体育館にエアコンを　本年は全ての小中学校の体育館にエアコンを
設置いたします。熱中症対策など子どもたちの設置いたします。熱中症対策など子どもたちの
安全と健康を守り、教育環境のさらなる改善に安全と健康を守り、教育環境のさらなる改善に
取り組むとともに、災害時避難所としての防災取り組むとともに、災害時避難所としての防災
機能を強化いたします。機能を強化いたします。
　３月には安定した水の生産、供給に欠かすこ　３月には安定した水の生産、供給に欠かすこ
とのできない上の山浄水場の更新工事が完了し、とのできない上の山浄水場の更新工事が完了し、
耐震化により大規模な災害発生時に命の水を確耐震化により大規模な災害発生時に命の水を確
保するなど、皆さまの安心を守ってまいります。保するなど、皆さまの安心を守ってまいります。
西部工業団地（第３期）や藤岡インターチェンジ西部工業団地（第３期）や藤岡インターチェンジ
西産業団地（第２期）も近々市街化編入となる予西産業団地（第２期）も近々市街化編入となる予
定で、企業の募集開始に向けて準備を進めてま定で、企業の募集開始に向けて準備を進めてま
いります。同時に、新たな工業団地整備についいります。同時に、新たな工業団地整備につい
ても検討しています。幹線道路整備も着実に行ても検討しています。幹線道路整備も着実に行
いながら、高速交通網の拠点性を生かした産業いながら、高速交通網の拠点性を生かした産業
基盤を整え、企業誘致による税収確保など地域基盤を整え、企業誘致による税収確保など地域
の活性化を図り、将来にわたって発展し続けるの活性化を図り、将来にわたって発展し続ける
まちづくりを目指してまいります。まちづくりを目指してまいります。
　市民活動への支援、子育て環境の充実や高齢者の社会参加促進、農林業の基盤整備　市民活動への支援、子育て環境の充実や高齢者の社会参加促進、農林業の基盤整備
など10年、20年先を見据え、未来に向けての積極的な取り組みを進めてまいります。など10年、20年先を見据え、未来に向けての積極的な取り組みを進めてまいります。
皆さまの生活を向上させ、誰もがさらなる希望の持てる藤岡市を創ってまいります。皆さまの生活を向上させ、誰もがさらなる希望の持てる藤岡市を創ってまいります。
　明るく元気に笑顔溢れる郷土藤岡の実現に引き続きご支援とご協力をお願い申し上　明るく元気に笑顔溢れる郷土藤岡の実現に引き続きご支援とご協力をお願い申し上
げますとともに、皆さまのご健勝とご多幸を心からご祈念申し上げまして、年頭のごげますとともに、皆さまのご健勝とご多幸を心からご祈念申し上げまして、年頭のご
あいさつといたします。あいさつといたします。

　結びに、新しい年が皆さまにとりまして、穏やかな良い年でありますことをご祈念
申し上げまして、新年のごあいさつといたします。

新年あいさつ新年あいさつ 新年あいさつ新年あいさつ

藤岡市長　新井　雅博藤岡市議会議長　針谷　賢一

幸せで豊かなまちづくり幸せで豊かなまちづくり

謹 賀 新 年謹 賀 新 年
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祝祝受章・表彰受章・表彰
　　おめでとうございます　　おめでとうございます

近
こんどう
藤 仁

ひとし

さん
（75歳・藤岡）

元土地区画整理評価員元土地区画整理評価員

美
み さ い づ
細津 美

み え
惠 さん

（70歳・藤岡）
元図書館協議会委員元図書館協議会委員

高
たかはし
橋 勉

つとむ

さん
（77歳・本動堂）

元都市計画審議会委員元都市計画審議会委員

坂
さかもと
本 麻

ま り こ
理子 さん

（66歳・神流町万場）
元藤岡市等元藤岡市等

介護認定審査会委員介護認定審査会委員

◆
春
秋
叙
勲

　
国
や
公
共
へ
の
功
績
を
挙
げ
た
人
が
国
か
ら

勲
章
を
授
か
る
栄
典
制
度
で
、
毎
年
春
と
秋
に

発
令
さ
れ
ま
す
。

◆
藤
岡
市
功
労
者
表
彰

　
市
の
政
治
・
教
育
・
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

原
はらだ
田 一

かずひろ
洋 さん

（60歳・緑埜）
元消防団副団長元消防団副団長

関
せきぐち
口 謙

けん じ
治 さん

（60歳・藤岡）
元消防団副団長元消防団副団長

平
ひらこだま
児玉 和

かずひろ
広 さん

（63歳・三波川）
元消防団分団長元消防団分団長

山
やまだ
田 敏

とし や
弥 さん

（61歳・鮎川）
元消防団団長元消防団団長

※年齢は受章・表彰時現在の年齢です

瑞宝中綬章
【教育研究功労】

渕
ふちがみ
上 勇

ゆうじろう
次郎 さん

（76歳・藤岡）
元高崎商科大学学長元高崎商科大学学長

旭日双光章
【地方自治功労】

橋
はしもと
本 新

しんいち
一 さん

（82歳・白石）
元藤岡市議会議員元藤岡市議会議員

　
窓
口
業
務
で
使
用
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
国
で
定
め
る

標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
に
伴
い
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機（
キ

オ
ス
ク
端
末
）を
使
用
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
下
記
の
期
間
に
一
時
停
止

し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

利
用
停
止
期
間
　
１
月
９
日
㈮
午

後
６
時
〜
22
日
㈭
ま
で

そ
の
他　
利
用
停
止
期
間
が
変
更

と
な
る
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課（
☎
40
２

２
５
６
）

◆藤岡市水道事業経営戦略（案）
　「藤岡市水道事業経営戦略」の改定についての原案がまとまりましたので、パブリックコメ
ント手続きにより原案に対する意見や提案を募集します。この計画は、水道事業における令和
元年度から令和 10年度までの投資や財政計画の見通しなどに関するもので、改定により計画
の見直しを行います。
閲覧場所　市役所市政情報コーナー、鬼石総合支所鬼石振興課、市ホームページ
意見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の人、市内に事務所・事業所を有する法人・個人、
その他利害関係を有する人
閲覧および意見提出期間　１月５日㈪～２月 16 日㈪午前８時 30 分～午後５時 15 分（土・
日曜日、祝日を除く）
その他　提出された意見を考慮し藤岡市水道事業経営戦略を改定します。意見の概要とその
意見に対する市の考え方は、個人情報を除いて公開します。なお、個々の意見に直接回答は
しません
提出方法　任意の様式に意見・住所・氏名・電話番号を記入して、直接もしくは郵便・ファクス・
メールいずれかの方法で経営課（〒 375-8601（住所記載不要）　　㉒1960・   　keiei@city.
fujioka.gunma.jp）へ
問い合わせ　経営課（☎40 2814）

秋の叙勲

藤岡市功労者表彰

藤岡市功労者表彰

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

第41回関東小学生
バレーボール大会出場を報告

　11月12日、藤岡EASTが市長を表敬訪問し、
第41回関東小学生バレーボール大会出場を
報告しました。選手の中山さんは「応援して
くれる人への感謝を忘れずにプレーしたい
です」と話し、市長は「ぜひ関東大会でも多く
の声援を貰いながら、一人一人の役割を果た
してもらいたいです」と述べました。

P
u

b
lic

 C
o

m
m

e
n

t

皆さんのご意見を皆さんのご意見を募集します募集します
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主
任
児
童
委
員

担当地区 氏　名

藤　岡 竹　沢　　　豊
黒　澤　直　美

神　流 大　島　由喜子
成　瀬　令　子

小　野 髙　橋　智　子
関　崎　直　子

美土里 宮　寺　千　代

美九里 齋　藤　和　美
御　供　泰　子

平　井 新　井　京　子
小　坂　佳　子

日　野 北　爪　直　美

鬼　石 髙　橋　陽　子
野　口　記　子

担 当 地 域 氏　名

藤
岡

大戸町 南部 臼田　　聡
北部 坂本　　泉

一丁目・二丁目・竹田町 福岡　　一
天川町 佐々木幸子
三丁目 堀越　幸子
四丁目 小野澤絹子
栄　町 西部 岩嶋　文枝
旭　町 針谷　朋子
相生町 今井　洋子
仲　町 南部 上村　勝己

北部 原　　正江
七丁目 小暮　糸恵
古桜町 飯塚　由美
鷹匠町 南部 田島　節子

北部 櫻井美代子

宮本町

東部 蜂須賀典子
西部 小林　秀光
南部 大野　惠子
中央・北部 中澤　照雄

担 当 地 域 氏　名

藤
岡

緑　町

東部 深町真由美
西部 新井　一夫
南部 河田　　勇
北部 清水　千英

芦田町

東部 石川　惠子
西部 山木　京子
南部 廣岡　智子
北部 原田　有美

山崎町 蓮　　恵美
南　町 鈴木　茂信
小　林 大熊　咲江

神
流

上戸塚 東部 黒澤惠津子
西部 黒澤　朋子

下戸塚 東部 中山　　篤
西部 品田　　彰

下栗須 東部 小澤　康伸
西部 布施　　等

岡之郷上郷 星野　正子
岡之郷新田 根岸美千代
岡之郷下郷 原・馬車道 眞塩美津江

12
月
１
日
付
け
で
新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
、
厚

生
労
働
大
臣
・
群
馬
県
知
事
・
藤

岡
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、

各
地
域
の
住
民
か
ら
区
長
が
推
薦

し
、
市
・
県（
県
知
事
）か
ら「
社

会
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
熱
意
が

あ
り
、
地
域
の
実
情
に
精
通
し
た

担 当 地 域 氏　名

日
野

金　井 中下裏宿･八坂町･上新町 木下　英明
中原･岡之原･笹曲輪 原　由美子

下日野
大平･中倉･鈬沢･猪ノ田 八木　和秀
塩平･高井戸･黒石 山田千賀子
印地・駒留・尾根 新井　定夫

上日野

芝平･坂野･岡本･箕輪 髙橋　文雄
鹿島・馬渡戸 小柏　勝雄
田本･矢掛･細谷戸 髙　　一美
小柏・大谷 田村　美晴
上平･奈良山･御荷鉾 武笠　　靖

鬼
石

鬼　石

上町 伊藤　絹子
三杉町 小島みどり
相生町 北　　信子
中町 岩城　静子
本町南部 新井　鉄雄
本町北部 眞下　利枝
宮本町 高野　幸子
諏訪・犬間 須藤由美子

浄法寺

八塩 宮下　智子
宇塩 鴫原　育代
根際 稲垣美佐子
平１区 浦部　康行
平２区 伊﨑　一美

三波川

小平･下三波川･大沢･雲
尾･原・滝の平 木村　信雄
久々沢･金丸･塩沢･月
吉･諸松 齊藤　孝子
大奈良･日向･南郷 飯塚　勝子
琴辻･平滑･大内平･犬
塚・千の沢 　原うめ子

譲　原
橋下･地中･瀬白井･屋
敷･柴原･根際 新井喜代子
今里･栢ヶ舞･下久保 黒澤　剛史

保美濃山 荒川　　正

坂　原
神戸･元坂原･南･高瀬･
新道･大栃･扇屋 新井美枝子
露久保･法久･布施 小堀　知美

【　民　生　委　員　・　児　童　委　員　】
（民生委員・児童委員137人うち主任児童委員14人　委嘱日：令和７年12月１日付）

者
」と
し
て
認
め
ら
れ
、
県
知
事

の
推
薦
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が

そ
の
職
を
委
嘱
し
た
人
た
ち
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　
委
員
の
任
期
は
３
年
で
す
。
民

生
委
員
と
し
て
の
役
割
は
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
必
要
な
援

助
を
行
い
、
地
域
の
状
況
把
握
に

努
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
や
心
配
の
あ
る
家
庭
な
ど
へ
の

訪
問
活
動
を
通
し
て
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
る
事
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
委
員
も

兼
ね
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
見
守
り
、
子

育
て
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
の
相

談
・
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
住
民
と
関
係
機
関
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
生
活
保

護
・
障
が
い
・
子
育
て
・
児
童
の

こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
本
市
で
は
、
１
３
７
人
が
各
地

域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

の
14
人
は「
子
ど
も
の
い
じ
め
や

虐
待
・
登
校
拒
否
」な
ど
の
児
童

問
題
を
中
心
に
相
談
・
対
応
す
る

主
任
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
児
童
福
祉
関
係
機
関
、

学
校
な
ど
の
教
育
機
関
と
情
報
を

共
有
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
委
員
は
、
法
律
で
個
人
の
秘
密

を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
心
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
地
域
の
相
談
役

委嘱状交付式委嘱状交付式

地域の民生委員・児童
委員に連絡したいとき
は、下記問い合わせ先
へご連絡ください。
問い合わせ
福祉課（☎402297）

担 当 地 域 氏　名

神
流

岡之郷
下郷

北・西 森田美智子
清水 碓井　澄恵

岡之郷温井 田部井善江

小
野

　森 東部 堀口　初江
西部 村山　季子

立石南 東部 相川由美子
西部 嶋津　和子

立石北
東部 松本すみ子
西部 青木　裕子
中央 坂上まさみ

立石新田 東部 山口　葉子
西部 小栁津弓子

中　島 南部 松本あい子
北部 栗原　隆子

森新田 平井　秀代

中 上 佐光　恵子
下 小島　陽子

上栗須 設樂美也子
中栗須 小林佐智子

美
土
里

上大塚 東部・水押 濵西　美佳
南部・中部・北部 新井いづみ

中大塚 西部 小金澤春枝
南・中・下郷 山田　美春

下大塚 元字 平栁美代子
団地 武田　正久

本動堂 東部・上宿・下宿 戸川　直美
みどり団地・西部・南部 宮下小百合

篠　塚
東北・西原・中央 遠堂　幸代
市営 大澤　徹也
上・県営 石渕真由美

上落合 浅見まさみ
江本美津江

美
九
里

根　岸 戸丸由美子

本　郷

49区 大田　嘉子
50区（団地以外） 佐藤　浩子
50区（団地東部） 伊藤美智子
50区（団地西部） 髙橋こずえ
51区 宮田　　豊

川除・牛田 品川　綾子
神　田 小　　丈夫
矢　場 石川　尚子
保　美 大堀　弘幸
三本木 植竹しのぶ
高　山 髙橋きみ江
本郷田中 松田　幸子

平
井

西平井 林　　暢子
東平井 吉田三枝子
鮎　川 髙山　文夫
緑　埜 木村　芳則

白　石 上郷・中郷・北原 酒井　哲夫
下郷 田村久美子

三ツ木・白石（嶋寺・上谷戸） 春山　　寛

    
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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　クマによる被害が全国的に多発している中、本市でも山間地域において毎年３～８頭程度の目撃情
報が寄せられています。11月には、市内の山林内で狩猟者がクマに襲われる被害が発生しており、
市街地や郊外においても被害の危険性があります。
　国では「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」を改正し、「緊急銃猟制度」を創設し
ました。この制度では、市町村長は危険鳥獣（クマ類・イノシシ）が人の日常生活圏に侵入したことで、
人の生命・身体への危害を防止する措置が緊急に必要であり、銃猟以外での捕獲が困難であると判断
される場合に、地域住民の安全確保などの条件の下で、捕獲者などに銃猟を委託することができます。
　このことを受け本市では、緊急銃猟の体制を整備し、市街地などにクマが出没した場合、迅速かつ
安全に捕獲できるよう準備を進めています。
　市民の皆さんも、日ごろからクマを寄せ付けないことや、出会わないようにすることを心がけ、目
撃した場合は森林課または藤岡警察署まで連絡をしてください。

　県では、注意喚起を目的として「群
馬県クマ出没マップ」を作成し、県ホー
ムページで公表しています。
日常生活や外出の際に活用し
てください。

注意!!

年度（令和） 目撃数（頭） 錯誤捕獲数（頭）
３年 ８ １
４年 ３ １
５年 ８ ３
６年 7 ２

７年10月末まで 8 １

本市のツキノワグマ目撃数および錯誤捕獲数※

※シカやイノシシ用のわなにクマがかかるなど、
意図しない鳥獣が誤って捕獲されること

・生ゴミや農作物の残り物を屋外に放置しない
・家屋や納屋、倉庫など建物の扉は確実に閉める
・食べない果実や木の実も放置せず収穫する
・農作物や養蜂箱は電気柵で囲む
・耕作放棄地や竹やぶなどは整備する

・クマ鈴やラジオなど、音の出るものを携帯する
・なるべく複数人で行動する
・クマの行動が活発になる早朝や夕方、夜間の外出は特に注意する
・農作業やレジャーでは、周囲の音に注意する
・クマの新しい足跡やふんを見つけた場合は、すぐに引き返す

・近くに建物や車があれば慌てずに避難する
・クマが遠くにいる場合は、大声を出さずに落ち着いてその場を離れる
・クマが近くにいる場合は、目をそらさずゆっくりと後ずさりする
・クマが襲ってきた場合は、撃退用スプレーがあればクマの目をめがけて噴射する。撃退用スプレー
が無い場合は、その場に伏せ、両手で頭部や首回りを保護する

クマを寄せ付けないためには

クマに出会わないようにするには

クマに出会ってしまったら

・死んだふり…クマは死んだ動物も食べるため、死んだふりは効果がありません
・走って逃げる…クマは走るものを追いかける習性があり、時速約50kmで走るため追いつ
かれます
・子グマへの接近…子グマの近くには必ず母グマがいるため、絶対に近づかないこと。母グ
マが攻撃してくる可能性が高いです

クマに出会った時に
取ってはいけない行動

問い合わせ　森林課（☎402316）

クマの被害に遭わないようにクマの被害に遭わないように
日ごろから心がけること日ごろから心がけること ツキノワグマにツキノワグマにツキノワグマにツキノワグマにツキノワグマに
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申請窓口申請窓口　市役所市民課・鬼石総合支所鬼　市役所市民課・鬼石総合支所鬼
石振興課石振興課
登録できる人登録できる人　本市の住民票または戸籍に　本市の住民票または戸籍に
記載されている人（除かれた人を含む）記載されている人（除かれた人を含む）
登録に必要な物登録に必要な物　
▷本人通知制度事前登録申込書（申請窓口に▷本人通知制度事前登録申込書（申請窓口に
用意してあるほか、市ホームページからも用意してあるほか、市ホームページからも
ダウンロードできます）ダウンロードできます）
▷マイナンバーカードや運転免許証などの▷マイナンバーカードや運転免許証などの
本人確認書類本人確認書類
▷代理人が申請する場合、委任状および代▷代理人が申請する場合、委任状および代
理人の本人確認書類理人の本人確認書類
※郵送でも申請できます※郵送でも申請できます
登録の有効期限登録の有効期限　無期限　無期限

通知の対象となる証明書通知の対象となる証明書
▷住民票（除票含む）の写し▷住民票（除票含む）の写し
▷住民票記載事項証明書▷住民票記載事項証明書
▷戸籍の附票（除附票含む）の写し▷戸籍の附票（除附票含む）の写し
▷戸籍（除籍、改製原戸籍含む）謄抄本▷戸籍（除籍、改製原戸籍含む）謄抄本
通知の内容通知の内容
▷証明書の交付年月日▷証明書の交付年月日
▷交付した証明書の種類および通数▷交付した証明書の種類および通数
▷交付請求者の種別（代理人または第三者）▷交付請求者の種別（代理人または第三者）
登録事項の変更・廃止登録事項の変更・廃止　住所・氏名に変更が　住所・氏名に変更が
生じた時またはこの制度の利用を廃止しよう生じた時またはこの制度の利用を廃止しよう
とする時は、本人通知制度事前登録（変更・とする時は、本人通知制度事前登録（変更・
廃止）届出書を提出する必要があります廃止）届出書を提出する必要があります
問い合わせ問い合わせ　市民課（☎402256）　市民課（☎402256）

　住民票の写しや戸籍謄抄本などを本人の　住民票の写しや戸籍謄抄本などを本人の
代理人や第三者の請求により交付した場合代理人や第三者の請求により交付した場合
に、交付の事実を本人へ通知する制度です。に、交付の事実を本人へ通知する制度です。
この制度の利用によって不正取得の早期発この制度の利用によって不正取得の早期発
見、不正請求の防止につながります。制度見、不正請求の防止につながります。制度
の利用には事前登録が必要です。の利用には事前登録が必要です。

登録型
本人通知制度

林野火災注意報・林野火災警報林野火災注意報・林野火災警報
１月１日から運用が始まります

　冬から春にかけて乾燥や強風により山や草地で火災が発生しやすくなります。岩手県大船渡市で発
生した大規模林野火災を受け、林野火災の予防上注意が必要な気象状況になった際には、「林野火災注
意報」を発令し、多野藤岡広域市町村圏振興整備組合火災予防条例に定める火の使用制限について努
力義務が課されます。さらに、林野火災の予防上危険な気象状況になった際には、「林野火災警報」を
発令し、同条例に定める火の使用制限について義務が課されます。
　また、注意報や警報の発令にかかわらず、たき火をする際は、消防署へ「火災と紛らわしい行為の
届け出」が必要になることが明確化されました。

問い合わせ　問い合わせ　多野藤岡広域消防本部（☎㉒1306）・地域安全課（☎㉒7444）多野藤岡広域消防本部（☎㉒1306）・地域安全課（☎㉒7444）

直
近
３
日
間
の

直
近
３
日
間
の

　
　
　
　
合
計
降
水
量
が
１

　
　
　
　
合
計
降
水
量
が
１
㎜㎜
以
下
以
下

直近30日間の合計直近30日間の合計
降水量が30㎜以下降水量が30㎜以下

乾燥注意報の発令乾燥注意報の発令

林
野
火
災
注
意
報
発
令

林
野
火
災
警
報
発
令

強風注意報の発令強風注意報の発令

発令基準について

発令時の
火の使用制限

　多野藤岡広域市町村圏振興整備組合火災予
防条例第29条により、以下の「火の使用制限」
がかかります
①山林、原野等で火入れをしないこと
②煙火（花火など）を消費しないこと
③屋外で火遊び、たき火をしないこと
④屋外で引火性、爆発性のある物品その他可
燃物の付近で喫煙をしないこと
⑤山林、原野などの場所で喫煙をしないこと
⑥残火（たばこの吸い殻を含む）、取灰、火粉
を始末すること

※降水が見込まれる場合や積雪がある場合は
発令しないことがあります。

　林野火災注意報は警報発令時の前段階に位置
付けられ、罰則を伴わない努力義務です。一方
林野火災警報については「火の使用制限」に違反
した人に対して30万円以下の罰金または拘留
に処することが消防法で定められています。

情報の入手方法

制限に従わないと…

　林野火災注意報・林野火災警報
が発令された場合は、多野藤岡広
域消防本部のホームページやほっ
とメール、消防車両の巡回などで
周知および広報を行います。

多野藤岡
広域消防本部
ホームページ

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設
備
の

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
す
る
た

め
、
下
記
の
期
間
、
自
己
搬
入
に

よ
る
ご
み
の
受
け
入
れ
を
停
止
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
２
月
の
祝

日
の
ご
み
の
受
け
入
れ
お
よ
び
粗

大
ご
み
の
有
料
回
収
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
再
開
後
２
〜

３
日
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
混
雑
す
る
日

に
ち
を
避
け
て
持
ち
込
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
収
集
所
の
ご
み
は
通
常

ど
お
り
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、

収
集
所
へ
出
せ
る
ご
み
や
、
資
源

物
に
つ
い
て
は
収
集
所
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間
１
月
31
日
㈯
〜
３
月
１
日
㈰

問
い
合
わ
せ　
清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎

㉓
８
３
０
５
）

　

都
市
計
画
道
路（
3
・
4
・
7

号
森
本
郷
線
）の
変
更
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

期
間　
１
月
５
日
㈪
〜
19
日
㈪（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出　
変
更
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
意
見
書
は
縦
覧
場
所

に
備
え
付
け
の
物
、
ま
た
は
必
要

事
項（
氏
名
・
住
所
・
利
害
関
係
・

意
見
の
要
旨
）を
記
入
し
た
物
を

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
縦
覧
場
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課（
☎

40
２
８
２
４
）

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
ご
み
の
受
け
入
れ
の
停
止

　
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
の
縦
覧
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申
し
込
み　
１
月
30
日
㈮
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）か
ら
参
加
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ

か
で
藤
岡
商
工
会
議
所
女
性
会
事

務
局（　

 cci27@
fujioka-cci.or.

jp

・

㉔
１
２
２
９
・
〒
375
–
０

０
２
４
藤
岡
８
５
３
–
１
）へ

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
商
工
会
議
所

女
性
会
事
務
局（
☎
㉒
１
２
３
０
）・

商
業
観
光
課（
☎
40
２
３
１
８
）

会
場
か
ん
な
川
水
辺
の
楽
校（
林

の
散
策
路
・
せ
せ
ら
ぎ
水
路
周
辺
）

内
容　
神
流
川
付
近
に
生
息
し
て

い
る
野
鳥
を
観
察
し
ま
す

講
師　
浅
川
千
佳
夫
さ
ん（
日
本

野
鳥
の
会
群
馬
顧
問
）

対
象　
２
㎞
程
度
歩
け
る
人

定
員
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

持
っ
て
く
る
物　
双
眼
鏡
、
暖
か

い
服
装

※
双
眼
鏡
は
５
台
貸
し
出
し
で
き

ま
す

※
ス
タ
ッ
フ
の
望
遠
鏡
か
ら
も
観

察
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

８
日
㈭
〜
16
日
㈮
に
か
ん
な
川
水

辺
の
楽
校
運
営
協
議
会
事
務
局（
土

木
課
内
☎
40
２
３
２
２
）へ

　
世
界
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
愛
さ
れ

る
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
ぜ
ひ
弾
い
て

日
時　
▽
展
示
の
部
＝
１
月
31
日

㈯
・
２
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
▽
発
表
の
部
＝
２
月
１
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

日
時　
１
月
11
日
㈰
午
前
９
時
開

始
、
９
時
15
分
点
火（
少
雨
決
行
）

会
場　
小
林
地
内

※
駐
車
場
は
田
畑
建
設
㈱
の
駐
車

場
・
資
材
置
き
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い

内
容　
正
月
飾
り
な
ど
の
お
た
き

上
げ
を
行
い
ま
す
。
会
場
で
は
甘

酒
と
繭
玉
を
無
料
配
布
し
ま
す

そ
の
他　
▽
正
月
飾
り
な
ど
に
付

い
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
や
金
属
類
は

必
ず
外
し
て
開
始
10
分
前
ま
で
に

会
場
内
の
指
定
場
所
へ
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
▽
不
用
品
の
持
ち
込

み
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
藤
岡（
☎
㉒
０
５
３
４
）

日
時　
１
月
24
日
㈯
午
前
９
時
〜

11
時（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

み
ま
せ
ん
か
。
ピ
ア
ノ
の
単
独
演

奏
だ
け
で
な
く
、声
楽
や
弦
楽
器
・

管
楽
器
な
ど
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時　
２
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

対
象
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す（
要

申
し
込
み
）

定
員　
各
日
８
人（
先
着
順
、
60

分
制
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

17
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
直
接
み
か

ぼ
み
ら
い
館（
☎
㉒
５
５
１
１
）へ

22
年
間
に
わ
た
り
地
域
と
共
に

歩
ん
で
き
た
日
野
小
学
校
の
閉
校

に
際
し
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

た
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
１
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30

分（
雨
天
決
行
）

会
場　
日
野
小
学
校

内
容　
餅
つ
き
体
験
、餅
の
配
布
、

い
ち
ご
大
福
づ
く
り
体
験
、
日
野

地
区
内
の
廃
校
に
残
さ
れ
た
思
い

出
の
品
の
展
示
、
太
鼓
・
バ
ン
ド

演
奏
、
体
験
コ
ー
ナ
ー（
紙
飛
行

機
な
ど
）、
マ
ル
シ
ェ

入
場
料　
無
料

そ
の
他　
▽
日
野
地
区
以
外
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
▽
な
る
べ
く
乗

り
合
わ
せ
で
来
場
し
て
下
さ
い

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
日
野（
☎
㉘
０
２
２
０
）

　
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
11
日
㈷
午
前
11
時
〜

午
後
３
時（
午
前
10
時
30
分
受
け

付
け
）

会
場　
藤
岡
商
工
会
議
所

対
象　
結
婚
の
意
思
が
あ
る
独
身

の
人（
男
性
は
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
）

定
員　
男
女
各
20
人（
抽
選
）

参
加
料　
▽
男
性
＝
６
０
０
０
円

▽
女
性
＝
３
０
０
０
円

そ
の
他　
詳
細
は
申
込
期
間
の
終

了
後
、
申
込
者
全
員
へ
追
っ
て
案

内
し
ま
す

入
場
料　
無
料

そ
の
他　
１
日
㈰
は
お
茶
席
を
設

け
ま
す（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
神
流（
☎
㉔
０
８
０
９
）

　
美
九
里
地
区
で
活
動
す
る
団
体

が
、日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　
２
月
14
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

会
場　
み
か
ぼ
み
ら
い
館

内
容　
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
合
唱
、

獅
子
舞
な
ど

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
美
九
里（
☎
㉒
１
３
３
４
）

　
図
書
館
で
不
要
に
な
っ
た
本
な

ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。
混
雑
を
避

け
る
た
め
、
開
場
か
ら
午
前
11
時

ま
で
は
30
分
間
隔
で
来
場
時
間
を

区
切
る
予
約
制
で
実
施
し
ま
す
。

日
時　
２
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
ホ
ー
ル

定
員　
各
時
間
帯
60
人（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　
本
を
持
ち
帰
る

た
め
の
袋

申
し
込
み　
１
月
12
日
㈷
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
図
書
館
へ

　
み
ん
な
で
上
毛
か
る
た
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
７
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
ホ
ー
ル

持
っ
て
く
る
物　
座
布
団

そ
の
他　
混
雑
の
際
に
は
待
機
し

て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。

日
時　
１
月
10
日
・
24
日
の
土
曜

日
の
午
後
２
時

会
場
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
図
書
館

鬼石多目的ホ一ル鬼石多目的ホ一ル
定期使用団体登録受付定期使用団体登録受付

イ
ベ
ン
ト

藤
岡
地
区
ど
ん
ど
焼
き

か
ん
な
川
野
鳥
観
察
会

令和８年度に年間を通して鬼石多目的ホールを
定期使用する団体は登録が必要です。
提出書類　登録申請書・団体会員名簿など
※提出書類の様式は、鬼石多目的ホール・地域づく
り課にあります。市ホームページ（右記２
次元コードを読み取り）からもダウンロー
ドできます
申し込み・問い合わせ　１月15日㈭～２月12日㈭
午前９時～午後５時（毎週月曜日を除く）に鬼石多目
的ホール管理棟（☎⑳3011）へ

ピ
ア
ノ
試
弾
会

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ

あ
り
が
と
う
、
日
野
小

も
ち
つ
き
で
想
い
出
づ
く
り

大
人
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

ア
イ
タ
ッ
チ
交
流
会

神
流
地
区
文
化
祭

美
九
里
地
区

芸
能
発
表
会

図
書
館
情
報

問
☎
㉒
１
６
６
９

古
本
市

上
毛
か
る
た
体
験

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

お
は
な
し
の
会
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ス
ポ
ー
ツ

健
康
福
祉

イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

募　
集

図
書
館
情
報

そ
の
他



対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費

な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
布
巾

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

８
日
㈭
〜
21
日
㈬
に
電
話
で
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
さ
く
ら
会
事
務
局

（
農
政
課
内
☎
40
２
３
０
６
）へ

日
時　
２
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

会
場
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡

内
容　
▽
創
業
の
基
礎
知
識
講
座

（
資
金
調
達
の
手
段
と
ポ
イ
ン
ト
）

▽
創
業
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
基
調
講
演

講
師　
木
村
恵
さ
ん（
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）・
市
内
事
業
者

対
象　
市
内
で
創
業
を
考
え
て
い

る
人
お
よ
び
創
業
し
て
間
も
な
い
人

定
員
20
人（
抽
選
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
２
月
26
日
㈭
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）か
ら

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ　
商
業
観
光
課（
☎

40
２
３
１
８
）

み
取
り
）か
ら
申
し
込
み
ま
た
は

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
14
日
〜
３
月
14
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時（
全

５
回
）

会
場
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

対
象　
市
内
在
住
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
初
心
者
の
小
学
生

定
員
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円

※
初
回
の
教
室
に
持
参

申
し
込
み　
１
月
８
日
㈭
〜
２
月

４
日
㈬
に
ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム（
下
記
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）か
ら
申
し
込
み
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

ス
▽
中
学
１
・
２
年
生
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
▽
高
校
生（
中
学
３
年
生

を
含
む
）男
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
一

般（
高
校
３
年
生
を
含
む
）男
子

シ
ン
グ
ル
ス
▽
男
子
シ
ニ
ア（
50
〜

64
歳
）シ
ン
グ
ル
ス
▽
男
子
ハ
イ

シ
ニ
ア（
65
歳
以
上
）シ
ン
グ
ル

ス
▽
中
学
１
・
２
年
生
男
子
ダ
ブ

ル
ス
▽
一
般（
中
学
３
年
生
以
上
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
▽
小
学
生
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
▽
中
学
１
・
２
年
生
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
高
校
生（
中
学

３
年
生
を
含
む
）女
子
シ
ン
グ
ル

ス
▽
一
般（
高
校
３
年
生
を
含
む
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
▽
女
子
シ
ニ
ア

（
60
歳
以
上
）シ
ン
グ
ル
ス
▽
中

学
１
・
２
年
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス
▽

一
般（
中
学
３
年
生
以
上
）女
子

ダ
ブ
ル
ス
▽
一
般（
高
校
生
以
上
）

混
合
ダ
ブ
ル
ス
▽
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

混
合
ダ
ブ
ル
ス

対
象　
西
毛
地
区
在
住
・
在
勤
・

在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
人

※
高
校
生
以
上
は
県
内
オ
ー
プ
ン

（
ラ
ー
ジ
混
合
は
除
く
）

参
加
料　
５
０
０
〜
２
０
０
０
円

（
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
し
込
み　
１
月
15
日
㈭
〜
29
日

㈭
に
ふ
じ
お
か
電
子
申

請
受
付
シ
ス
テ
ム（
下

記
２
次
元
コ
ー
ド
を
読

　
１
㎏
の
み
そ
を
作
り
ま
す
。
健

康
的
な
食
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

会
場
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
鬼
石

講
師　
星
野
潤
さ
ん（
米
こ
う
じ
・

み
そ
醸
造
家
）

定
員
親
子
４
組
・一
般
８
人（
先

着
順
）

参
加
料　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
持
ち
帰
り
用
の
容
器

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

８
日
㈭
〜
23
日
㈮
に
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
鬼
石（
☎
52
３
８
８
１
）へ

日
時　
１
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

会
場　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡

内
容　
押
し
寿
司
・
き
の
こ
汁
・

米
粉
の
桜
餅

日
時
１
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
南
棟

演
題　
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
の

た
め
の
栄
養
と
食
事

講
師　
上
條
隆
さ
ん（
高
崎
商
科

大
学
短
期
大
学
部
特
任
教
授
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１
月
20
日
㈫
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）か
ら

申
し
込
み
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

日
時　
３
月
15
日
㈰
午
前
８
時
20

分
受
け
付
け

会
場　
市
民
体
育
館

種
目　
▽
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル

日 医療機関 産婦人科 歯科

 １日㈰ 篠 塚 病 院
篠 塚 ・ ☎㉓9261

斎 藤 医 院
緑 町 ・ ☎㉒0765

清 水 歯 科 医 院
上栗須・☎㉒6655

 ８日㈰ 光　　　病　　　院
本 郷 ・ ☎㉔1234

あいおいクリニック
芦田町・☎㉔8811

光　　　病　　　院
本 郷 ・ ☎㉔1234

中 島 歯 科 医 院
６丁目・☎㉔1135

11日㈷ 鬼 石 病 院
鬼 石 ・ ☎523121

石 川 医 院
立 石 ・ ☎402535

島田クリニック
中大塚・☎㉓0005

中村歯科クリニック
中大塚・☎㉒0055

15日㈰ く す の 木 病 院
旭 町 ・ ☎㉔3111

星 野 医 院
仲 町 ・ ☎㉒0116

神流町歯科診療所
神流町・☎572019

22日㈰ 田原内科クリニック
相生町・☎㉓2552

山 崎 外 科 医 院
芦田町・☎㉒1331

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎㉒3311

西 泉 歯 科 医 院
上栗須・☎㉔0418

23日㈷ 篠 塚 病 院
篠 塚 ・ ☎㉓9261

しののめクリニック
中栗須・☎㉒8851

江 本 歯 科 医 院
宮本町・☎㉔1955

手話をやってみよう（第 82回）

　手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、表情を
使って視覚的に表現する言語です。手話が身近な
言語となるよう、皆さんもやってみましょう。
　今月は「餅」を紹介します。

　左手で器を作り、右手の人差し指と中指を箸の
ように重ね、口元へ近付ける。
　その後、重ねた右手を前へ出す。

【餅】

問い合わせ　福祉課（☎402384）

講
座
・
教
室

味
噌
づ
く
り
教
室

さ
く
ら
会
料
理
教
室

創
業
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
50
８
２
１
３

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

講
演
会

社
会
人
卓
球
大
会
兼

市
長
杯
争
奪
卓
球
選
手
権
大
会

小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

２月の休日当番医 診療時間は原則午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※急な変更が発生する場合があります。必ず連絡の上、受診してください

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します
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輸
血
に
使
用
す
る
血
液
は
、
人

工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長

期
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
い
つ
で
も
患
者
に
血

液
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
毎
日

新
し
い
血
液
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
愛
の
献
血
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
２
月
２
日
㈪
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
45
分
〜

４
時

会
場　
▽
午
前
＝
旧
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
午
後
＝
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
子

育
て
・
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　
２
０
０
㎖
献
血
・
４
０
０

㎖
献
血

対
象　
献
血
に
協
力
で
き
る
人

※
年
齢
・
体
重
・
貧
血
の
有
無
な

ど
の
基
準
が
あ
り
当
日
医
師
が
判

断
し
ま
す（
４
０
０
㎖
献
血
の
主

な
基
準
は
下
表
の
と
お
り
）

そ
の
他　
２
０
０
㎖
献
血
は
、
必

日
時　
１
月
20
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

験
し
、
現
在
は
子
ど
も
食
堂
や
居

場
所
づ
く
り
を
中
心
に
地
域
福
祉

活
動
を
行
っ
て
い
る
講
師
が
、
自

身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
ひ
き
こ

も
り
支
援
に
必
要
な
こ
と
な
ど
を

話
し
ま
す

講
師　
尾
崎
皇
子
さ
ん（
O
H
A

N
A
代
表
）

対
象　
当
事
者
や
そ
の
家
族
・
ひ

き
こ
も
り
の
こ
と
に
関
心
が
あ
る
人

定
員
70
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

28
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
市
社
会
福

祉
協
議
会（
☎
㉒
５
６
４
７
）へ

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
、
補
装
具
関
係
の
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
２
月
４
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午（
要
予
約
）

会
場　
福
祉
会
館

相
談
内
容　
補
装
具
の
要
否
判
定

（
整
形
外
科
の
み
）

持
っ
て
く
る
物　
身
体
障
害
者
手

帳
・
現
在
使
っ
て
い
る
補
装
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１
月

23
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課（
☎
40
２

３
８
４
）へ

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
子
育

て
・
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　
▽
健
康
や
栄
養
・
薬
に
つ

い
て
の
相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定

▽
体
組
成
測
定
な
ど

持
っ
て
く
る
物　
検
診
結
果
票
・

健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど
相
談

対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か
る
物

そ
の
他　
▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

50
７
８
０
１
）

日
時　
１
月
30
日
㈮
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
南
棟

内
容　
学
生
時
代
に
不
登
校
を
経

P2-AP2-A

　LED照明は、消費電力が少なく長寿命である
ためCO₂削減に効果的です。しかし、LED照明
を使用している世帯の割合は76％、LED照明
のみを使用している世帯の割合は26％であり、
十分に普及しているとは言えない状況です。
　令和９年末をもって蛍光灯の製造が終了しま
す。今のうちにLED照明の導入を進めましょう。
  LED照明のメリット  
▷消費電力が蛍光灯に比べ約50％少ないため、
環境と家計にエコ▷寿命が約４万時間（蛍光灯
は約6,000時間）であり、交換の頻度が少ない

鮎川河川敷に繁茂する樹木を自ら伐採し、持ち帰って利用する人を募集します。鮎川河川敷に繁茂する樹木を自ら伐採し、持ち帰って利用する人を募集します。
作業期間作業期間　２月15日㈰～３月25日㈬　２月15日㈰～３月25日㈬
会場会場　鮎川（藤岡市緑埜地内）　鮎川（藤岡市緑埜地内）
対象対象　県内在住の人または県内に所在する法人　県内在住の人または県内に所在する法人
定員定員　若干名（抽選）　若干名（抽選）
その他その他　▷伐採に係る費用は全て自己負担です（ケガなどを含む）▷伐採前に土木事務所職員と　▷伐採に係る費用は全て自己負担です（ケガなどを含む）▷伐採前に土木事務所職員と
現場確認が必要です▷チェーンソーを使用する場合は、厚生労働省「チェーンソーによ現場確認が必要です▷チェーンソーを使用する場合は、厚生労働省「チェーンソーによ
る伐木等作業の安全に関するガイドライン」（右記２次元コードを読み取り）を守ってくる伐木等作業の安全に関するガイドライン」（右記２次元コードを読み取り）を守ってく
ださいださい
申し込み　申し込み　１月８日㈭～30日㈮に電話またはメールで藤岡土木事務所へ１月８日㈭～30日㈮に電話またはメールで藤岡土木事務所へ
問い合わせ問い合わせ　藤岡土木事務所（☎㉒2156　藤岡土木事務所（☎㉒2156　   　   fujido@pref.gunma.lg.jp）・土木課（☎402324）fujido@pref.gunma.lg.jp）・土木課（☎402324）

伐採箇所写真

年齢 体重 年間献血回数

男性 17～69歳※

50㎏以上

３回以内

女性 18～69歳※ ２回以内

※65歳以上の人の献血は、献血する人の健康を考慮
し、60～64歳の間に献血経験がある人に限ります

要
数
が
確
保
さ
れ
次
第
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

50
７
８
０
１
）

河川内樹木の伐採・利用者の募集河川内樹木の伐採・利用者の募集

LED照明で未来も明るく！

みんなで５ゼロアクション
～ふじおか５つのゼロ宣言～
５ゼロ５ゼロ

GO!

問い合わせ　環境課（☎402264）

健
康
福
祉

市
民
献
血

成
人
健
康
相
談

ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
支
え
る

講
演
会

身
体
障
害
に
関
す
る

巡
回
相
談

鮎川公園

鮎川農村公園

平
井
小
通
り

平
井
小
通
り

あゆ
がわ
通り

あゆ
がわ
通り254

上信越自動車道

上信越自動車道

伐採箇所

みど
り
通りみど
り
通り
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生
支
援
機
構
の
第
二
種
奨
学
金
の

家
計
基
準
と
同
じ
）で
あ
る

貸
与
額　
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
＝
月

額
３
万
円
以
内
▽
大
学
・
短
期
大

学
・
専
修
学
校
専
門
課
程
＝
月
額

６
万
円
以
内

受
付
期
間　
２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

  

看
護
師
育
成
奨
学
金（
給
付
型
）  

　
看
護
師
人
材
の
育
成
と
確
保
の

た
め
の
給
付
型
奨
学
金
で
す
。
こ

の
奨
学
金
は
、
寄
付
金
を
原
資
と

し
た
多
野
し
ん
き
ん
育
英
会
奨
学

基
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
、

市
内
の
大
学
に
新
規
で
入
学
し
、

学
長
が
推
薦
す
る
人
▽
保
護
者
と

共
に
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て

い
る
▽
品
行
方
正
で
、
学
業
成
績

が
優
秀
で
あ
る
▽
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
学
資
支
出
困
難
な
世
帯（
日

本
学
生
支
援
機
構
の
第
二
種
奨
学

金
の
家
計
基
準
と
同
じ
）で
あ
る

定
員　
若
干
人

給
付
額　
月
額
３
万
円

給
付
期
間　
４
年
間（
大
学
で
の

修
学
期
間
）

受
付
期
間　
２
月
２
日
㈪
〜
３
月

31
日
㈫

  
千
美
文
化
芸
術
奨
学
金（
給
付
型
）  

　
芸
術
系
大
学
へ
進
学
す
る
学
生

の
修
学
を
支
援
す
る
給
付
型
奨
学

金
で
す
。
こ
の
奨
学
金
は
、
寄
付

金
を
原
資
と
す
る
藤
岡
市
千
美
文

化
芸
術
奨
学
基
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
し
、
国

内
の
芸
術
系
大
学
へ
新
規
で
入
学

す
る
人
▽
申
請
者
の
生
計
維
持
者

（
原
則
父
母
）が
市
内
に
３
年
以

上
居
住
し
て
い
る
▽
文
化
芸
術
に

対
し
て
高
い
志
を
有
し
、
大
学
で

の
修
学
意
欲
・
目
的
が
明
瞭

※
芸
術
系
大
学
と
は
、音
楽
大
学
、

美
術
大
学
、
総
合
大
学
の
芸
術
学

部
や
教
育
学
部
の
音
楽
・
美
術
専

攻
な
ど
を
い
い
ま
す

定
員
10
人
程
度

給
付
額　
１
人
１
回
１
０
０
万
円

受
付
期
間　
２
月
２
日
㈪
〜
３
月

31
日
㈫

  

共
通
事
項  

そ
の
他　
▽
受
付
期
間
は
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
▽
各
奨
学
金

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
総
務

課
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
）を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
教
育

総
務
課（
☎
50
８
２
１
１
）へ

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関

東
甲
信
越
地
区
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
と
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
共

同
で
実
施
す
る「
関
東
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
悪
質
商
法
被
害
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」の
一
環
と
し
て
、
若

者
向
け
特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
１
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
30

歳
代
ま
で
の
人

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
来
所（
来

所
は
予
約
が
必
要
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
⑳
１
１
３
３
）へ

　
子
育
て
中
に
就
職
を
目
指
す
人

の
た
め
の
就
職
相
談
会
で
す
。

日
時　
１
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場　
複
合
施
設
ふ
じ
ま
る
子
育

て
・
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容　
子
育
て
中
の
人
の
採
用
に

理
解
が
あ
る
事
業
所
が
参
加
し
ま

す
。
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
い

た
り
、
相
談
が
で
き
ま
す

対
象　
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
村

在
住
で
、
就
職
を
希
望
す
る
子
育

て
中
の
人

参
加
料　
無
料

そ
の
他　
託
児
の
希
望
者
は
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
藤
岡
へ

問
い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
藤

岡（
☎
㉒
８
６
０
９
）・
子
ど
も

課（
☎
50
７
８
０
３
）

　
た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
応
募
総
数
２

５
８
点
）

金
賞　
中
野
蒼（
藤
岡
第
一
小
学

校
１
年
）、
島
田
瑚
悠（
藤
岡
第

二
小
学
校
２
年
）、
中
山
瑚
乃
美

（
美
九
里
東
小
学
校
３
年
）、
山

本
柚
花（
藤
岡
第
二
小
学
校
４
年
）、

町
田
彩
夏（
美
土
里
小
学
校
５
年
）、

森
田
ち
ゆ
り（
平
井
小
学
校
６
年
）、

田
村
惇
人（
東
中
学
校
１
年
）、

篠
原
和
笑（
北
中
学
校
２
年
）、

布
施
美
咲（
北
中
学
校
３
年
）

※
敬
称
略

  

入
賞
作
品
展
示  

期
間　
１
月
17
日
㈯
〜
22
日
㈭
午

前
10
時
〜
午
後
６
時

※
22
日
㈭
は
午
後
３
時
ま
で

会
場　
ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

問
い
合
わ
せ　
市
選
挙
管
理
委
員

会（
総
務
課
内
☎
40
２
２
２
７
）

　
令
和
８
年
度
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

  

市
奨
学
金（
貸
与
型
）  

　

高
等
学
校
・
大
学（
大
学
院
は

除
く
）・
専
修
学
校（
修
業
年
限

２
年
以
上
）な
ど
へ
進
学
す
る
人

を
支
援
す
る
奨
学
資
金
貸
与
制
度

で
す
。
こ
の
奨
学
金
は「
借
り
る
」

も
の
な
の
で
、
卒
業
後
に
返
済
が

必
要
で
す
。
申
し
込
み
は
高
校
・

大
学
な
ど
に
在
学
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
入
学
予
定
の
人
で
合
格
前
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
し
、
出

身
校
ま
た
は
在
学
校
の
校
長
が
適

当
と
認
め
推
薦
す
る
人
▽
市
内
に

１
年
以
上
居
住
す
る
世
帯
の
子
で

あ
る
▽
品
行
方
正
で
、
学
力
優
秀

で
あ
る
▽
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

学
資
支
出
困
難
な
世
帯（
日
本
学

注１　暗証番号が分からない場合は、スマートフォンでの申告ができません。必ず事前に確認の上、申
　　　し込みをしてください
注２　マイナンバーカードの電子証明書の有効期限が切れている場合は、今回の申告会では受け付けが
　　　できません
注３　事業収入・不動産収入・個人年金などの収入がある人や住宅借入金控除の適用がある人は、今回
　　　の申告会では受け付けができません。相談が必要な人は２月16日㈪から開設される確定申告会場
　　　を利用してください

対象 必要書類など

全員

・スマートフォン（マイナンバーカードの読み取りができるもの）
・申告者名義のマイナンバーカード
・マイナンバーカード登録時の暗証番号（署名用暗証番号（英数字６～16文字）
および数字 4桁の利用者証明用暗証番号）が分かる物
・申告者名義の口座番号の分かる物

※過去に税務署で申告したことがある人は、電子申告で使用する利用者識別番号
（16桁）が分かる書類も持参してください

所
得
給与 給与の源泉徴収票
年金 公的年金等の源泉徴収票

控
除

社会保険料 納付額確認書・国民年金保険料控除証明書など
生命保険料 控除証明書
地震保険料 控除証明書
障がい者 障害者手帳・障害者控除対象者認定書・療育手帳

医療費
令和７年 1～ 12 月分の医療費の額を、診療を受けた人、病院（薬局）ごとにま
とめたもの（高額療養費などで補てんされた金額がある場合は、あらかじめ集計
してください）

寄付金 寄付した団体などからの受領証

スマホ申告説明会に参加してみませんか？
自身のスマートフォンを使って令和７年分の確定申告を行います。操作方法や分からないことは
税務署職員がその場で説明するため、初めてでも安心です。また、スマホ申告を利用することで、
申告会場に出向かずに申告ができ、還付金も早期に振り込まれます。この機会にスマホ申告に挑戦
してみませんか。
日時　１月29日㈭・30日㈮
　　　▷午前の部＝午前９時 30分開場
　　　　　　　　　午前 10時～ 11時 30分説明会
　　　▷午後の部＝午後１時 30分開場
　　　　　　　　　午後２時～３時 30分説明会
会場　市役所本庁舎
対象　市内在住で、収入が給与収入のみまたは公的年金などの収入
　　　のみ、もしくはその両方を有する人
定員　各部ともに20人（先着順・要申し込み）
その他　事前にマイナポータルアプリのインストール（右記２次元
　　　　コードを読み取り）をしてください
申し込み　１月22日㈭までに電話で藤岡税務署へ
問い合わせ　藤岡税務署（☎㉒0973）・税務課（☎402231）

▲Android 版
「Google Play」

▲ iOS（iPhone）版
「App Store」

そ
の
他

若
者
向
け
消
費
生
活
特
別
相
談

子
育
て
支
援
就
職
相
談
会

奨
学
金（
貸
与
型
・
給
付
型
）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
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ス
ポ
ー
ツ

健
康
福
祉

図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
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大雪に備えて

　大雪に関する気象情報は数日前から発表され
ます。予想降雪量、降雪のピークなどは随時最
新の情報を確認し、事前対策の目安にしましょう。

　大雪は私たちの生活に大きな影響をもたらします。特に、普段大雪に見舞われることの少ない藤
岡市では、その影響は大きくなります。情報をこまめに確認し、事前の準備をしっかりしておきま
しょう。

　滑りやすくなっているので、路面に対して垂
直に踏み込み、歩幅を小さくして歩きましょう。
荷物はリュックにまとめるなどして、なるべく
両手を空けるようにしましょう。滑りにくいス
ノーブーツや防滑靴があれば必ず履いてくだ
さい。
　特に、横断歩道の白線
の上や車の出入りのある
歩道は滑りやすくなるの
で注意が必要です。また、
屋根など高い所から雪が
まとめて落ちてくること
もあるので、頭上も確認
しながら歩きましょう。

藤岡まつりに参加した６年生のマーチングパレード

問い合わせ　　　学校教育課（☎508212）
　　　　　　藤岡第一小学校（☎㉒0549）

　藤岡第一小学校は、東中学校、美九里東小学校、
美九里西小学校とともに、東連携型小中一貫校とし
て９年間を見通した教育を進めています。また、コ
ミュニティ・スクールとして、地域と連携しながら
子どもたちの健やかな成長を支えています。
　今年度も、「EASTアクションプラン」をもとに、学
校・子ども・家庭・地域がそれぞれの立場でできる
ことに取り組み、協働の輪を広げています。子ども
たちは、「本気で勉強、本気で運動、笑顔であいさつ、
みんな仲良しの『ほほえみ』」を合言葉に、日々の学
校生活に取り組んでいます。
　藤岡まつりのマーチングパレードでは、観客の皆
さんの温かな声援や拍手に後押しされ、６年生が力
強く美しい演奏を披露することができました。そん

～「ほほえみ」あふれる藤岡第一小学校～

な６年生の姿は、下級生の憧れとなっています。
　このように、地域の皆さんに支えられながら、子
どもたちはさまざまな場面で自分の力を発揮してい
ます。今後も「ほほえみ」あふれる学校づくりを進め、
郷土を愛し、心豊かに生きる藤岡第一小の子どもた
ちを育てていきます。

　大雪の予報が出たら、外出しないで済むよう
に早めに食料などの準備をしましょう。電気や
ガスの暖房が使えなくなった場合に備え、防寒
グッズ（カイロや湯たんぽ、ストーブなど）も
用意しておくと安心です。スコップ・長靴など
の除雪用具も、直前には手に入らない可能性も
あるので、早めの用意を心掛けましょう。
　また、低温で水道管が凍結する恐れがあります。
凍結対策や飲料水の備蓄、生活用水用に浴槽に
水をためておくなどの準備もしましょう。

福
祉
課（
☎
40
２
３
８
４
）

こ
こ
ろ
の
元
気
を
た
も
つ
た
め
に

こ
こ
ろ
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
人
の
こ
こ

ろ
の
不
調
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た

ら
、「
大
丈
夫
？
」と
一
声
か
け

て
、
悩
み
に
耳
を
傾
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
ろ
の
不
調
は
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
も
の
で
す
。
周
り
に
助

け
を
求
め
る
こ
と
は
、
弱
さ
で
は

な
く
回
復
へ
の
大
切
な
一
歩
に
な

り
ま
す
。
悩
み
や
不
安
が
自
分
だ

け
で
は
抱
え
き
れ
な
い
と
感
じ
る

時
に
は
、
早
め
に
専
門
の
医
療
機

関
や
相
談
機
関
へ
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
福
祉
課
で
も
、
保
健
師

が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
い
つ
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
　
福
祉
課（
☎
40
２
３

８
４
）・
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
㉒
１
４
２
０
）・
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７
・
２

６
３
・
１
１
５
６
）

こ
こ
ろ
の
不
調
の
サ
イ
ン

　
日
々
の
生
活
を
送
る
中
で
、「
な

ん
だ
か
元
気
が
出
な
い
」「
集
中

で
き
な
い
」「
人
と
会
う
の
が
お
っ

く
う
」な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
違

和
感
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
こ
こ
ろ
の
不
調
は
、
体
の

不
調
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
症
状

が
出
に
く
い
た
め
、
気
づ
か
な
い

う
ち
に
無
理
を
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
起
き
ら

れ
な
い
・
食
欲
が
な
い
・
眠
れ
な

い
な
ど
の
症
状
も
こ
こ
ろ
か
ら
の

不
調
の
サ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で
す
。

ど
ん
な
人
で
も
忙
し
さ
・
ス
ト
レ

ス
・
環
境
の
変
化
な
ど
が
重
な
る

と
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
体
温
計

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」で
は
、

現
在
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る「
本
人
モ
ー

ド
」以
外
に
も「
家
族
モ
ー
ド
」

「
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド
」が
あ

る
ほ
か
、「
ス
ト
レ
ス
対
処
タ
イ

プ
テ
ス
ト
」な
ど
が
で
き
ま
す
。

上
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
い
た
ら

　
「
自
分
の
こ
こ
ろ
は
今
疲
れ
て

い
る
」と
素
直
に
受
け
止
め
て
、

こ
こ
ろ
と
体
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ

う
。
気
分
転
換
の
た
め
に
、
運
動

や
趣
味
の
時
間
を
確
保
す
る
、
好

き
な
物
を
食
べ
る
な
ど
、
自
分
に

合
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
信
頼
で
き
る
家
族
や
友
人
・
職

場
の
同
僚
へ
、
不
安
な
気
持
ち
や

悩
み
を
話
し
て
み
る
の
も
大
切
で

す
。「
最
近
ち
ょ
っ
と
疲
れ
て
い

る
」と
打
ち
明
け
る
だ
け
で
も
、

防災トピックス
Fujioka Disaster Prevention Topics

ふじおか 災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。「ふじおか防災トピックス」では、知ってお
きたい災害の知識やもしもの時にやるべき事など、
いざというときに役立つ防災情報をお知らせして
いきます。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】

藤岡第一小学校

  最新の気象情報を入手

  備蓄の確認など

  外出する場合の注意点

昨年は、新たに誕生した複合施設ふじまる
のオープン記念式典にご招待いただき、両市
の友好の深まりと、まちの活気を肌で感じる
貴重な機会となりました。
本年は、姉妹都市提携 40周年という大きな
節目を迎えます。これまでの歩みは、支え合っ
てきた信頼の歴史そのものであり、この絆の
尊さを改めて実感しています。この節目の年
を、新たな交流の第一歩とし、今後とも教育、
文化、スポーツなどを通じて、両市の友好関
係がより一層深まることを願っています。
結びに、藤岡市のますますのご発展と、藤
岡市民の皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申
し上げ、新年のあいさつといたします。

羽咋市長　岸　博一

新年のあいさつ

新しい年を迎えるにあたり、謹んで
ごあいさつ申し上げます。
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著者▷小池　真理子
「私たちはなぜこうなってしまったの
か」。ささやかで罪のない秘密と三人
の男女が織りなす、恐ろしくも不条
理な運命のタペストリーを描いた大
長編心理小説。

著者▷阿川　佐和子
年を重ねるに従って男女にどのよう
な変化が表れ、関係性が生まれるのか。
友人付き合いや体力の衰え、時代の
流れへの適応など、古希を超えた著
者の等身大エッセイ。

著者▷寺地　はるな
ダーツで決める今日の献立、イマジ
ナリー家政婦さんの召喚、食器用ス
ポンジとの悲恋など時にじんわり、
時に楽しく心を解きほぐしてくれる
エッセイ集。

五
い が ら し

十嵐 大
ひ ろ と

翔ちゃん
（１歳２カ月・立石）

これからも色々な所に遊びに行
こう

ね！

飯
いいじ ま

島 絃
い と か

禾ちゃん（３歳８カ月・上大塚）
毎日たくさんの幸せをありがとう。すくすくと元気に育ってね！

山
やまな み

南 俐
り お ん

鳳ちゃん
（２歳５カ月・藤岡）

日々全力で今を突破中！

　リジャイナ市では、あらゆる背景を持つ人々と日本の豊かな伝統や文化を共有し、次世代に継承
するため、さまざまな日本文化交流イベントを開催しています。遠く離れた日本のお正月に思いを
はせながら、今年のお正月に向けて２つのイベントを実施しました。今回は、その主催団体である
「リジャイナ日本文化クラブ」の代表、アンドレ・ブーティン・マロニーさんに話を聞きました。

　クリスマス中心のカナダのお正月の過ごし方は
とてもシンプルですが、日本のお正月の雰囲気
を楽しめるよう、「門松づくり講座」 を実施しま
した。カナダでは竹が手に入りにくいため、竹
風に塗装した配管材や、クリスマス装飾を松に
見立てて活用するアイデアを取り入れました。
参加者は、折り紙や枝、手書きのメッセージを
使って個性的な門松を作り上げ、会場は、門松
を自宅に迎える喜びや、みんなで一緒に作る楽
しさに溢れました。
　日本の食文化の体験と、新年会で披露する餅
つきの練習を兼ねた「餅つき大会」では、日本
から持ち込んだプラスチックの臼と杵

きね

を使い、
米を蒸すところから始め、ついたお餅を丸める
工程まで学びました。つきたてのお餅は、きな
粉やあんこ、フルーツと一緒に味わうなど、笑
顔の絶えない時間となりました。
　今後もさまざまなイベントを企画しており、
今年の８月29日㈯ には、 「リジャイナ夏まつり
2026」 の開催を予定しています。太鼓や盆踊り、

問い合わせ　企画課（☎402428）

友好都市通信

日本文化交流イベントの様子

屋台などを通じて、リジャイナの人々が日本文
化に触れる機会になることを願っています。
　藤岡市の皆さん、ぜひリジャイナ市にお越し
いただき、一緒に夏まつりを楽しみましょう！
お待ちしています。

　１歳前後の子どもの指しゃぶりは生理的
なもので、口の働きを発達させたり、不安

や緊張を和らげたりする効果があります。１～２歳に
なると、おもちゃで遊ぶ時間が増えるので少しずつ指
しゃぶりをする頻度は減ってきますが、不安や緊張、
眠気を感じている時に見られるようになります。３～
４歳を過ぎると自然にやめる子どもが増えてきますが、
この時期になっても指しゃぶりをしていると、歯並び
や噛み合わせに影響が出やすくなるため、少しずつや
められるよう働きかけをしていきましょう。
①折り紙や塗り絵など手を使って遊ぶ機会を増やし、
子どもの興味が他のことに向くようにする
②寝付くまで子どもの手を握ったり絵本を読んであげ
るなど、指しゃぶり以外で寝付ける方法を探してみる
③子どもが言葉を理解できる年齢の場合は、やめな
いといけない理由を伝えて自分からやめようという気
持ちにさせてみる
　これらの方法を実践してもやめない場合は、歯科医
院や子育て応援課に相談してください。無理強いする
と、かえって回数が多くなってしまうことがありますの
で、子どもに寄り添いながら対応することが大切です。

指しゃぶりについて

子どもが指しゃぶりをする癖があるので
すが、直す方法はありますか？Q

A

項目 期日・受付開始時間 対象年齢・内容
両親学級
※要予約

７日㈯
午前９時20分 沐

もくよく
浴・妊婦体験など

ママサロン
※要予約

16日㈪
午前９時50分

マタニティピラティス
など

股関節検診 10日㈫
午後１時15分 令和７年11月生まれ

４カ月児健康診査 24日㈫
午後１時15分 令和７年10月生まれ

離乳食教室
※要予約

10日㈫
午前10時 令和７年９月生まれ

育児相談
※要予約

20日㈮
午後１時

乳幼児の発育発達相
談など

すこやか教室・
ブックスタート

18日㈬
午前９時30分 令和７年７月生まれ

１歳児健康診査 18日㈬
午後１時15分

令和７年２月生まれ
※フッ素塗布券配布

１歳６カ月児
健康診査

26日㈭
午後１時15分 令和６年７月生まれ

わくわく相談
（２歳児相談）

20日㈮
午前９時45分 令和５年10月生まれ

３歳児健康診査 19日㈭
午後１時 令和４年10月生まれ

５歳児健康診査 ３日㈫・４日㈬
午前８時50分

令和３年２月生まれ
※集団遊びがあります

吾も老の花 ナモナキ生活はつづく ウロボロスの環
わ

開館時間　　午前９時～午後９時
休館日　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
問い合わせ　複合施設ふじまる図書館（☎㉒1669）
※電子図書館（右記２次元コードを読み取り）も利用してください

■対象
■応募方法

■応募先

市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
①右記２次元コードから応募②任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前（ふりがな）・生年
月日・子どもへのメッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
秘書課広報広聴係（☎402208  hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

こども医療電話相談 ☎＃8000
［受付時間］ 月～土曜日/午後６時～翌朝午前８時
日曜日・祝日・年末年始/午前８時～翌朝午前８時（24時間）

　休日や夜間に子どもの体調変化について対処方法などの相談
ができます。

2月
February

●会場：複合施設ふじまる子育て・健康センター
●問い合わせ：子育て応援課（☎507804）
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「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

ます。
　施設自体は東日本大震災クラスの地震でも
運用できる耐久性をもった施設となっていま
す。

▷被災時の重要配
水拠点
▷地震を検知して
水道水を確保する
機能
▷地震に負けない
強固な施設

問い合わせ　水道工務課（☎402818）

　市では水道施設の耐震化を進めており、庚
申山にある南山配水池は令和３年度に更新を
完了しました。また、鬼石地区では令和５年
度から更新に着手している上の山浄水場が今
年度に完成します。
　この２つの施設には大規模な地震が発生す
ると自動的に水道水の出口が閉まる機能があ
り、水道管が被災し漏水を起こしても、その
機能で施設内に水道水を確保することができ

相談 日時 会場 予約 問い合わせ

法律相談 ６日㈮・12日㈭・20日㈮
午後１時～４時 市役所本庁舎

下記期日から電話またはふじ
おか電子申請受付システム（右
記２次元コードを読み取り）
で予約
▷６日＝１月23日㈮
▷12日＝１月29日㈭
▷20日＝２月６日㈮

地域づくり課
（☎402211）行政相談 18日㈬・19日㈭

午後２時～４時
市役所本庁舎
19日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

人権相談 13日㈮・27日㈮
午後１時～３時 市役所本庁舎 当日会場へ（予約不要）

不動産相談 18日㈬
午後１時30分～３時 防災センター

電話またはふじおか電子申請
受付システム（右記２次元コー
ドを読み取り）で予約

心配ごと相談 ４日㈬・25日㈬午後１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ（予約不要）

市社会福祉協議会
（☎㉒5647）相続・遺言相談 17日㈫午後１時～３時30分 総合学習センター北棟 要予約

ボランティア
相談

毎週月～金曜日、14日㈯
午前８時30分～午後５時 総合学習センター南棟 予約不要▷相談方法＝電話・面談

青少年相談
毎週月～金曜日
午前９時～午後４時 青少年センター

（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談・LINE
（アカウント名：藤岡市青少年
センター）

青少年センター
（☎㉔4150）毎週土・日曜日

午後１時～４時

教育相談 毎週火・木・金曜日
午前９時～午後４時

教育研究所
（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談

教育研究所
（☎㉓9801）

家庭児童相談 毎週月～金曜日午前９時～午後４時 子育て・健康センター 予約不要▷相談方法＝電話・面談
子育て応援課
（☎507805）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
の
収

集
や
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
と
し
て
、
私
た
ち
の
生

活
を
飛
躍
的
に
便
利
な
も
の
に
す

る
一
方
で
、
誤
っ
た
情
報
や
誹
謗

中
傷
、
差
別
的
な
投
稿
な
ど
に
よ
っ

て
誰
か
の
人
権
が
傷
つ
く
危
険
を

含
ん
で
い
ま
す
。

情
報
発
信
す
る
と
き
は

　
情
報
の
発
信
に
は
責
任
が
伴
う

と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。匿
名
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

書
き
込
み
を
行
う
前
に
情
報
の
真

偽
と
影
響
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
名
誉
毀
損
や
個
人
情
報

の
さ
ら
し
行
為
、
差
別
的
な
表
現

は
厳
禁
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
情

報
が
一
度
公
開
さ
れ
る
と
拡
散
の

ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
速
く
、
完
全

に
削
除
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
情
報
を
発
信
す
る

前
に
次
の
点
に
つ
い
て
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
を
心
掛
け
る

だ
け
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

ト
ラ
ブ
ル
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
書
き
込
み
は
他
人
の
人
権
を
侵

害
し
な
い
か
▽
差
別
的
・
不
当
な

表
現
に
な
ら
な
い
か
▽
不
確
か
な

情
報
を
拡
散
し
て
い
な
い
か
▽
他

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
を
不
用

意
に
公
開
し
て
い
な
い
か
▽
投
稿

が
不
特
定
多
数
に
見
ら
れ
る
可
能

性
を
自
覚
し
て
い
る
か

人
権
侵
害
が
あ
っ
た
と
き
は

　
も
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人

権
侵
害
の
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
取
り

ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
掲
示
板
や
S

N
S
の
運
営
者
に
対
し
て
、
投
稿

の
削
除
依
頼
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
削
除
を
請
け
負
う
側
が
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
拡
散
の

抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

対
処
法（
通
称
）」
に
基
づ
き
、

権
利
侵
害
情
報
の
発
信
者
情
報
の

開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
請
求
を
す
る
際
に
は
、
証
拠

を
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
サ

イ
ト
の
U
R
L
や
投
稿
画
面
、
動

画
の
キ
ャ
プ
チ
ャ
な
ど
を
残
し
て

お
く
と
、
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
削
除
依
頼

が
公
表
さ
れ
る
よ
う
な
掲
示
板
で

は
、
再
度
注
目
を
集
め
て
被
害
が

拡
大
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
の
心
掛
け

　
日
頃
か
ら
正
し
い
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
り
、
人
権
尊
重
の
意
識

を
持
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
に
は
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
を
通
じ
て
、
情
報
を
鵜
呑
み

に
せ
ず
、
調
べ
て
判
断
す
る
力
を

育
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
一
人
が
、
安
全
で
信
頼
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
作

る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
誰
も
が
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る
社
会
を
共

に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
行
革
・
デ
ジ
タ
ル

推
進
課（
☎
40
２
２
２
１
）・
生

涯
学
習
課（
☎
㉒
６
８
８
８
）

　着任してから２年半の間、林業の研修
や地域の林業関係のボランティアに参加
して強く感じたのは、「林業を知ってもら
うこと」の重要性であり、林業の担い手不
足は、そもそも林業を知る機会が少ない
事にも原因があると改めて気付きました。
　そこで私は、登山を楽しみながら林業
の現場を見学する「ふじおか林業ハイキン
グツアー」を計画しています。自分の足で
山を歩き、林業施業現場の跡地に踏み入っ
て林業の魅力や森の大切さを感じてもら
うことで、関心を持つ人が増え、地域の
林業の大切さを理解してもらいたいです。

　藤岡市は、森林が多く、豊かな自然に恵まれている一方
で、山を整備する人が少なく、荒れてしまっている場所も
存在します。

地域おこし協力隊
　　　渋木　香里
問い合わせ　森林課（☎402316）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

『ふじおか林業
ハイキングツアー』

考考
え
る
え
る

人
権
をを

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
〜

命の水の安定供給に向けて！！

水道施設のリニューアル

　日常生活に関する悩み事、困り事の相談を無料で受けます。相談員は各分野の専門家で、秘密
は厳守します。

ったときの２月の無料相談困
上の山浄水場上の山浄水場

施設の特徴



ど
、
女
性
で
あ
る
た
め
に
思
う
よ
う
に

研
究
に
没
頭
で
き
な
か
っ
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。「
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
家
族
の
理
解

が
あ
っ
た
の
と
、
何
よ
り
楽
し
い
か
ら

続
け
ら
れ
た
」と
振
り
返
る
外
山
さ
ん
。

「
調
査
で
分
か
る
こ
と
は
昔
の
生
活
の

ほ
ん
の
一
部
。
だ
け
ど
、
同
じ
志
の
仲

間
と
議
論
し
な
が
ら
、
分
か
ら
な
い
こ

と
を
追
求
し
て
い
く
の
が
楽
し
い
」と

続
け
ま
す
。「
日
本
人
の
D
N
A
も
普

段
使
っ
て
い
る
道
具
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ツ
が
あ
る
。
海
外
か
ら
不
意
に
入
っ

て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
識
を
持
っ
て
、
排
他
的
に
な
ら

ず
に
国
籍
や
年
齢
、
性
別
、
意
見
が
違

う
人
と
も
分
け
隔
て
な
く
話
し
合
う
。

こ
れ
が
大
切
」と
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
実
際
に
外
山
さ
ん
は
、
年
齢

や
立
場
を
越
え
て
若
手
研
究
員
と
も
積

極
的
に
情
報
共
有
を
行
い
、
共
に
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
周
り
の
人
が
助
け
て
く
れ
て
い
る

し
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
頑
張
ら
な
き
ゃ
」と
、

お
茶
目
に
笑
う
外
山
さ
ん
。
長
年
に
わ

た
り
過
去
を
見
つ
め
て
き
た
そ
の
ま
な

ざ
し
に
は
、
未
来
へ
の
期
待
と
今
も
瑞
々

し
い
探
求
心
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

掘
さ
れ
た
遺
跡
・
遺
物
を
基
に
、

現
代
日
本
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
。

考
古
学
研
究
者
の
外
山
さ
ん
は
、
そ
の

ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
、
日
本
や
世
界
各

地
を
飛
び
回
り
な
が
ら
今
も
研
究
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
で
６
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ

子
と
し
て
生
ま
れ
た
外
山
さ
ん
。
考
古

学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校
生
の
時

で
、
世
界
史
の
授
業
の
近
代
考
古
学
者

の
話
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
す
。「
発
掘

の
手
法
か
ら
そ
の
人
柄
・
生
活
の
様
子

ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
面
白
い
先
生
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
興
味
を
持
っ
て
、
西
洋
考
古
学
を

学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
」と
話
し
ま

す
。
し
か
し
、
直
感
で
進
学
を
決
め
た

大
学
で
扱
っ
て
い
た
の
は
日
本
考
古
学

で
し
た
。「
強
い
意
思
で
選
ん
だ
訳
で

は
な
か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
学
び
ま
し

た
。
で
も
、
先
生
に
い
ろ
い
ろ
な
所
に

実
習
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ

れ
が
本
当
に
面
白
か
っ
た
」と
、
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
卒
業
後
は
、
県
や
市
の
文
化
財
保
護

課
な
ど
で
嘱
託
職
員
と
し
て
働
く
傍
ら
、

大
手
企
業
の
助
成
制
度
に
研
究
が
採
用

さ
れ
る
な
ど
着
々
と
成
果
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
出
産
・
子
育
て
な

発
仲
間
と
紡
ぐ
、
考
古
学
の
未
来

1943年東京都生まれ。令和５年に第31回
石川薫記念地域文化賞功労賞受賞。かま
どを中心とした古代以降の食文化研究を
行う。

考古学研究者

外
と や ま

山 政
ま さ こ

子さん
Pro� le

広報ふじおか　第1353号
令和８年１月発行

■発行／藤岡市　 〒375-8601　群馬県藤岡市中栗須327　☎ 0274-22-1211  FAX0274-24-3252
■編集／企画部秘書課　■ホームページURL　https://www.city.fujioka.gunma.jp　■印刷／㈱若草印刷


